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1．事業概要

【目的】
・地域の公共交通サービスを「より便利でより安心なもの」とし、かつ持続可能性を確保すること。

【アウトプット】
・「地域公共交通計画」＝地域にとって望ましい「地域公共交通の姿」を明らかにする「マスタープラン」。
・「地域公共交通利便増進実施計画」＝地域公共交通の利便性向上を図る事業を実施する「アクションプラン」。

【策定フロー】

各種調査分析
・実態整理
・OD調査
・アンケート
・ヒアリング

計画の理念や方針検討

施策メニューの検討

施策内容に関する協議
（関係者の合意形成）

計画策定

調査分析フェーズ 検討協議フェーズ 計画策定フェーズ

【経緯】
・地域公共交通の維持確保を目的として、平成30年3月に「地域公共交通網形成計画」を策定（～令和4年度末まで）。
・令和2年11月に「地域公共交通活性化及び再生法」が改正され、従来の公共交通サービスに加え、地域の多様な輸送
資源（自家用有償旅客運送、福祉輸送、スクールバス等）も含めた「地域公共交通計画」等が策定可能に。
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2．実施項目・実施スケジュール

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

（１）町総合計画など関連計画の整理

（２）地域の概況整理

（３）住民アンケート調査

（４）路線バス利用実態調査

（５）JR利用実態調査

（６）ヒアリング調査

（７）当別町地域公共交通計画素案の作成

（８）当別町地域公共交通利便増進実施計画素案の作成

（９）当別町地域公共交通活性化協議会での協議

分析とりまとめ

分析とりまとめ

・各種調査（6月～8月）に基づいて11月上旬までに、両計画のたたき台を作成。
・その後協議会や関係事業者等との意見交換・合意形成、内部確認等を行い、3月末までに成案完成予定とする。

情報収集・整理 とりまとめ

情報収集・整理 とりまとめ

調査設計 調査準備 配布開始 入力集計とりまとめ

調査設計 調査実施 入力集計 分析とりまとめ 調査設計 調査実施 入力集計

調査設計 調査実施 入力集計 分析とりまとめ 調査設計 調査実施 入力集計

調査設計 交通事業者ヒア 簡易アンケート とりまとめ 追加ヒアリング

理念/方針/課題等整理 たたき作成 追加修正等／内部確認／各種協議 最終案作成 成案

たたき作成 最終案作成 成案

#1(本日) #2 #５（書面）#3

追加修正等／内部確認／各種協議

#４

調
査
分
析
フ
ェ―

ズ
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3．調査内容（案） ⑴町総合計画など関連計画の整理／⑵地域の概況整理 【８月上旬～】

・総合計画や都市計画、立地適正化計画等との整合を図るために、関連する計画の内容を整理。
・整理した内容を踏まえて、作成する計画の位置づけを設定。
・人口動態などの当別町の基本情報について整理。
・特に人口分布や施設立地状況はGISを用いて可視化して整理。

※（２）地域の概況整理イメージ（網形成計画より）
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3．調査内容（案） ⑶住民アンケート調査 【７月中旬～】

・住民の外出実態や公共交通利用実態、QOL（Quality of Life）について整理。
・特に、「青山地区」「西当別地区」を重点対象として調査を実施。

※（３）住民アンケート調査 計画一覧

青山エリア 西当別エリア その他エリア 合計

地区の
総世帯数

278世帯 2,421世帯 5,008世帯 7,707世帯

アンケートの
配布世帯数

278世帯
（全数配布）

1,061世帯 161世帯 1,500世帯

（内訳）

青山：13/13
弁華別：76/76

みどり野：154/154
茂平沢：35/35

太美スターライト：261/261（全数）
上記を除く西当別エリア：800/2,160

ー ー

配布部数
2部/世帯
計556部

2部/世帯
計2,122部

2部/世帯
計322部

計3,000部

配布方法 郵送配布（一部地域指定郵便を活用）

回収方法 次の方法を併用 ①返信用封筒 ②WEB回答 ③回収箱設置

回収目標 125件 477件 72件 675件

調査票
・共通調査票
・青山調査票

・共通調査票
・西当別調査票

・共通調査票 ー
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3．調査内容（案） ⑷路線バス利用実態調査 【６月下旬～】

・路線バスの利用実態・OD（乗車バス停と降車バス停）を把握。
・調査員乗り込みにより、「ビンゴカード」を配布して調査実施。

※ビンゴカード（案）

夏期 冬期

平日 休日 平日 休日

青山線 2日 2日 2日 2日

あいの里金沢線 2日 2日 2日 2日

西当別道の駅線 2日 2日 2日 2日

月形当別線 1日 1日 1日 1日

市街地予約型線 予約データに基づいて分析

※（４）路線バス利用実態調査 計画一覧

・夏期平日：６月２８日（火）・２９日（水）
・夏期休日：７月 ２日（土）・ ３日（日）
・冬期平日：１月予定
・冬期休日：１月予定
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3．調査内容（案） ⑸ＪＲ利用実態調査 【6月下旬～】

・ＪＲの利用実態を把握。
・各駅にて調査員が目視で利用者数や属性をカウント。

※カウント記録表イメージ

夏期 冬期

平日 休日 平日 休日

医療大学駅 1日 1日 1日 1日

当別駅 1日 1日 1日 1日

太美駅 1日 1日 1日 1日

ロイズタウン駅 1日 1日 1日 1日

※（５）JR利用実態調査 計画一覧

・夏期平日：６月２１日（火）
・夏期休日：６月２５日（土）
・冬期平日：１月予定
・冬期休日：１月予定

中学生以下
学生

（高校生以上）
一般 高齢者

6:00 ～ 6:10

6:10 ～ 6:20

6:20 ～ 6:30

6:30 ～ 6:40

6:40 ～ 6:50

6:50 ～ 7:00

7:00 ～ 7:10

7:10 ～ 7:20

7:20 ～ 7:30

7:30 ～ 7:40

7:40 ～ 7:50

7:50 ～ 8:00

8:00 ～ 8:10

8:10 ～ 8:20

8:20 ～ 8:30

8:30 ～ 8:40

8:40 ～ 8:50

8:50 ～ 9:00

9:00 ～ 9:10

# 時間 乗降分類 交通手段

1 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

2 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

3 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

4 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

5 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

6 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

7 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

8 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

9 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

10 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

11 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

12 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他

13 ： 乗車・降車  徒歩・自転車・自動車（送迎含）・バス・タクシー・その他
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3．調査内容（案） ⑹ヒアリング調査 【６月下旬～】

・公共交通事業者４者へのヒアリングで利用実態や課題等について聞き取り
・関連する施設や事業者に対して簡易的なアンケートを実施

公共交通事業者
その他交通事業者

主要施設

↓ ↓

★ヒアリング調査の
実施

・リソース実態や課
題等を把握

・他の調査等のエビ
デンス把握

★簡易アンケート
・リソース実態や課題等を把握

各種調査結果や施策
等の検討状況

↓ ↓

★適宜、追加ヒアリ
ング調査

★ヒアリング先の選定 ←

↓ ↓ ↓

↓
★ヒアリング調査の実施

・課題詳細の把握
・連携可能性の検討

↓

↓ ↓ ↓

とりまとめ

※実施フロー※（６）ヒアリング調査 対象事業所（案）

公共交通
事業者

・下段モータース
・山内建材
・平電気商会
・ＪＲ北海道（当別駅）

その他
交通事業者

・北成自動車
・コロカムイ
・ゆうゆう
・福祉協議会
・ＮＰＯまちの森
・教育委員会

主要施設

・道の駅
・ロイズ
・サツドラ
・アークス
・商工会
・学生会館
・医療大学
・スウェーデンヒルズ
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4．計画のイメージ

（例）
ダイヤの見直しで
便利に

経路変更や再編で
便利に

運賃見直しやデジ
タルチケット造成

利用促進のバス祭
りを実施

採算性向上の施策
運転手確保の施策

クロスセクター
効果

①地域公共交通計画 ● ● ● ● ● ●

②利便増進実施計画 ● ● ● ー ー ―

②「利便増進実施計画」＝利便性の向上を図る「アクションプラン」
【想定される施策（案）】
・最適な青山線のあり方 ➡デマンド化？定額タクシーの導入？の検討。
・太美エリアの路線 ➡ロイズタウン駅やスウェーデンガーデンを踏まえて包括的に見直し。
・あいの里地区の経路 ➡需要の大きい経路への見直し。土日祝日の運行（あいの里医療大の発着）の見直し。
・運賃のあり方 ➡運賃や応援券料金の見直し。デジタル（運賃決済や応援券）などの導入の検討。
・新技術の導入可能性 ➡ＡＩデマンドバスや自動運転バスの検討。
・継続的な利用促進策 ➡小中学生の意識醸成、高齢者の免許返納後押し。
・目的地との連携強化 ➡例えば商店等からの賛助金獲得⇔バス停や広告、運賃、回数券の優遇等。
・スクールバス混乗や他の交通資源活用の可能性➡将来的な連携の可能性も言及。

①「地域公共交通計画」＝地域公共交通の「マスタープラン」
・どのような理念のもとでまちの交通をつくっていくか・維持していくか ➡基本理念
・どのようにして理念・将来像を実現していくか ➡基本方針
・クロスセクター効果の検証 ➡地域公共交通の「多面的な効果」を明らかに
・調査内容や関連計画を踏まえて、計画を作成
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5．今後の動き

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

（１）町総合計画など関連計画の整理

（２）地域の概況整理

（３）住民アンケート調査

（４）路線バス利用実態調査

（５）JR利用実態調査

（６）ヒアリング調査

（７）当別町地域公共交通計画素案の作成

（８）当別町地域公共交通利便増進実施計画素案の作成

（９）当別町地域公共交通活性化協議会での協議

分析とりまとめ

分析とりまとめ

情報収集・整理 とりまとめ

情報収集・整理 とりまとめ

調査設計 調査準備 配布開始 入力集計とりまとめ

調査設計 調査実施 入力集計 分析とりまとめ 調査設計 調査実施 入力集計

調査設計 調査実施 入力集計 分析とりまとめ 調査設計 調査実施 入力集計

調査設計 交通事業者ヒア 簡易アンケート とりまとめ 追加ヒアリング

理念/方針/課題等整理 たたき作成 追加修正等／内部確認／各種協議 最終案作成 成案

たたき作成 最終案作成 成案

#1(本日) #2 #５（書面）#3

追加修正等／内部確認／各種協議

#４

まずは調査を実施➡住民アンケート内容へのご助言を。
計画のとりまとめ・たたき台作成ののち、今後の協議会で意見交換へ。


